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昭
和
57
年
に「
本
物
を
作
り
出
す
に

は
本
物
で
あ
り
た
い
」と
い
う
思
い
で
、

竜
美
丘
小
学
校
の
校
庭
に
、日
本
古
来
の
建
築
美
を
有
す
る
本
格

的
な
相
撲
場
が
、Ｐ
Ｔ
Ａ
と
学
区
の
篤
志
家
の
好
意
で
作
ら
れ
ま

し
た
。以
来
、竜
美
丘
小
学
校
で
は
毎
年
、大
相
撲
名
古
屋
場
所

が
開
催
さ
れ
る
時
期
に
、力
士
を
招
い
て
、全
学
年
が
参
加
す
る

相
撲
学
習
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

モズ
（野鳥の森）

森
・
鳥
・
伝
統
文
化
を

　
　
　

未
来
へ
つ
な
ぐ
取
り
組
み

竜
美
丘
学
区

こ
の
地
域
に
生
息
す
る
野
鳥
や
、
伝
統
文
化
、
そ
し
て
住
民
の
絆
と
い
っ
た

「
学
区
の
た
か
ら
も
の
」
を
、
未
来
へ
継
承
し
て
い
く
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
学
区
住
民
の「
ふ
れ
あ
い
」の
場
と
し

て
、毎
年
、９
月
第
４
日
曜
日
に
町
別
対

抗
の
学
区
体
育
祭
を
、小
学
校
の
運
動

会
と
は
別
に
独
立
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、８
月
の
上
旬
に
、地
域
住
民
の「
ふ
れ
あ
い
」の

場
と
し
て
、町
内
ご
と
に
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、地
域
住

民
の「
絆
」を
深
め
て
い
ま
す
。写
真
は
、平
成
27
年
8
月

に
奈
良
井
公
園
で
行
わ
れ
た
竜
美
丘
一
区
と
二
区
共
催
の

夏
ま
つ
り
で
す
。

ま
つ
り

相
撲
学
会
習

　
毎
年
、
白
鳥
神
社
の
秋
の
大
祭
で
、
奉

納
相
撲
大
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
老

の
話
で
は
、
戦
後
、
青
年
団
活
動
の
相
撲

大
会
を
真
似
て
子
ど
も
会
で
も
相
撲
大
会

が
始
ま
り
、
昭
和
30
年
代
半
ば
ま
で
続
い

た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
一
度
途
絶
え
ま
し

た
が
、
竜
美
丘
小
学
校
の
開
校
5
年
前
の

昭
和
46
年
に
復
活
し
ま
し
た
。
特
徴
は
、

女
の
子
も
相
撲
を
と
る
こ
と
で
す
。

相

こ
ど
も

撲
会
大

学
区

大人
つなひき

子ども
玉入れ

大人
玉入れ

メジロ
（竜美丘小学校）

野鳥の森で行われる
愛鳥集会のようす

体

祭
育

ハクセキレイ
（乙川）

シジュウカラ
（竜美丘小学校）

カワセミ
（乙川）

ダイサギ
（乙川）

夏

　
毎
年
、愛
鳥
週
間
の
期
間
に
、竜
美
丘

小
学
校
の
高
学
年
児
童
が
鳥
の
ク
イ
ズ

を
出
し
て
、野
鳥
に
つ
い
て
学
ぶ「
愛
鳥
集
会
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。こ
の
他
に
も
、小
学
校
の
北
側
に
隣
接
す
る
野
鳥
の
森
を
活
用

し
た
自
然
観
察
学
習
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

愛
鳥
集
会
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大西配水場拡張工事完了 5566

□人　口 14,683人
 男性 7,292人
 女性 7,391人
□世帯数 5,987世帯
□面　積 2.00㎢
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土
地
区
画
整
理
始
ま
る

　
こ
の
地
域
は
、
乙
川
の
低
地
に
接
す
る
洪
積
層
の
台
地
で

あ
り
、
古
く
よ
り
人
々
が
住
み
、
そ
れ
を
語
る
遺
跡
な
ど
が

残
存
し
て
い
ま
す
。
鎌
倉
街
道
が
地
域
内
を
通
っ
て
い
ま
し

た
が
、
東
海
道
が
対
岸
に
移
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
半
の
台
地

は
古
来
の
ま
ま
の
原
生
林
で
、兎
や
狸
な
ど
の
生
息
地
で
し
た
。

　
大
正
15
年
に
愛
知
電
気
鉄
道
（
現
名
古
屋
鉄
道
）
の
東

岡
崎
駅
以
東
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
若
干
の
開
発
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
昭
和
30
年
代
か
ら
の
高
度

経
済
成
長
期
に
緑
地
指
定
や
運
動
公
園
設
置
等
の
問
題
が

起
こ
り
、
更
に
急
激
な
社
会
変
化
及
び
生
活
様
式
の
変
容

に
よ
り
住
宅
建
設
の
必
要
が
高
ま
り
、
こ
の
地
（
明
大
寺
・

大
西
）
が
注
目
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、
関
係
機
関
の
指
導
と
、

６
０
０
余
名
の
地
主
の
賛
同
を
得
て
土
地
区
画
整
理
組
合

が
設
立
さ
れ
、
地
域
社
会
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
も
と
よ
り
こ
の
地
域
は
、
風
光
明
媚
な
丘
陵
地
で
乙
川

の
清
流
に
近
く
水
利
も
よ
く
、
花
崗
岩
地
盤
の
た
め
地
震

に
も
強
い
と
い
う
理
想
的
な
環
境
条
件
を
満
た
し
て
い
た

の
で
、
こ
の
住
宅
地
開
発
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
認
可
よ
り
完
工
ま
で
の
24
年
間
に
は
、
資
金
計
画
、
風

水
害
や
岩
盤
の
露
出
等
と
そ
の
対
策
、
ま
た
経
済
変
動
等

に
よ
る
幾
多
の
障
害
や
困
難
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

幸
い
関
係
機
関
の
適
切
な
指
導
と
組
合
員
の
協
力
に
よ
り
、

こ
の
大
事
業
を
完
成
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

 「
竜
美
丘
」
の
名
称
の
由
来

　
昭
和
40
年
、
土
地
区
画
整
理
組
合
の
設
立
に
際
し
、
そ

の
施
工
地
区
が
岡
崎
城
の
別
名
「
竜
城
」
の
辰
巳
（
南
東
）

の
方
向
に
あ
た
る
丘
陵
地
帯
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
岡
崎

市
竜
美
ケ
丘
土
地
区
画
整
理
組
合
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
六
五
年
▪
昭
和
40 

岡
崎
市
竜
美
ケ
丘
土
地
区
画
整
理
組
合
設
立…

　
・

一
九
七
六
年
▪
昭
和
51 

竜
美
丘
小
学
校
開
校…

一
九
七
九
年
▪
昭
和
54 

竜
美
ヶ
丘
公
園
展
望
台
完
成…

一
九
八
〇
年
▪
昭
和
55 
名
鉄
バ
ス
路
線
開
通（
竜
美
丘
・
日
名
町
線
）…

一
九
八
一
年
▪
昭
和
56 

岡
崎
竜
美
丘
派
出
所
開
設

一
九
八
五
年
▪
昭
和
60 

竜
美
丘
学
区
市
民
ホ
ー
ム
完
成

一
九
八
八
年
▪
昭
和
63 

岡
崎
市
竜
美
ケ
丘
土
地
区
画
整
理
事
業
完
了

一
九
八
九
年
▪
平
成
1 

竜
美
丘
学
区
こ
ど
も
の
家
完
成

二
〇
一
一
年
▪
平
成
23 

大
西
配
水
場
拡
張
工
事
完
了…

二
〇
一
六
年
▪
平
成
28 

竜
美
丘
小
学
校
開
校
40
周
年
記
念
式
典
挙
行

開発前の里山の様子（高根山から北西を望む）開発中の様子（右上は大西配水場）竜美丘小学校開校（開校式は8月30日に実施） 22 11竜美ヶ丘公園(野鳥の森)展望台の建設 33名鉄バス路線開通（竜美丘・日名町線） 44

11

22

33

4466

55

竜
美
丘
の
な
り
た
ち

現在の学区のようす（2016年 /平成28）

空
か
ら
学
区
の
変
化
を
見
て
み
よ
う

土地区画整理前の学区のようす（1957年 /昭和32）
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竜
美
丘
学
区
が
で
き
て
40
年
が
経
過
し
ま
し
た
。東
に
岡
崎
環
状
線
、西
に
国

道
2
4
8
号
と
い
う
主
要
道
が
通
り
、ま
た
、Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
と
名
鉄
東
岡
崎
駅

の
中
間
点
に
位
置
す
る
学
区
で
す
。大
型
商
業
施
設
や
岡
崎
郵
便
局
な
ど
が
周

辺
に
隣
接
す
る
た
め
、住
み
よ
い
街
と
し
て
急
速
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

竜
美
丘
じ
ゅ
ん
か
ん
バ
ス

ま
ち
も
の
が
た
り
マ
ッ
プ

竜
美
丘
学
区

   竜美ヶ丘公園
入口に土地区画整理事業完了記念
碑が建立されている

aa

   竜美ヶ丘公園 展望台
公園の頂上にある展望台。標高は
76.7mで、市内の街並みが一望できる

aa

   乙川の川べりにやってきた
　アオサギ
学区の北西を流れる乙川は、野鳥観
察や魚釣りが楽しめる

bb

   白鳥神社
日本武尊東征の際に駐泊したとさ
れる旧跡に建立された、近郷第一
の古い神社。祭神は日本武尊・大
物主命・猿田彦命

cc

   ポプラ通り
土地区画整理事業が完了した当時は、ポプラが両側に植え
られていたが、成長すると台風で倒れるようになり、学区住
民のアンケート結果を基に、ハナミズキが植えられている。
現在でも「ポプラ通り」とよんでいる

jj

   大西配水場
樹木の成長によって、見える場所は
限られるようになった

竜美新町のマンション最上階から見た、大西配水場(高根山)(左)・竜美丘小学校(中)・竜美ヶ丘公園展望台(右)

hh

   竜美丘小学校
開校40周年記念の航空写真。周り
に植えられた樹木も大きく成長した

gg
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奈
良
井
公
園

学
区
内
最
大
の
公
園
。夏
に
は
小
川

が
流
れ
、学
区
内
外
か
ら
訪
れ
た
多

く
の
人
が
憩
う

ii

　

 

ケ
ヤ
キ
並
木

竜
美
丘
小
学
校
東
の
3
方
向
の
道

路
に
は
、ケ
ヤ
キ
が
両
側
に
植
え
ら

れ
て
い
る
。秋
に
は
紅
葉
が
美
し
い

ee
　

 

棚
田
公
園

大
き
な
溜
池
を
埋
め
立
て
て
作
ら

れ
た
公
園
。幾
種
類
か
の
広
葉
樹
が

植
え
ら
れ
て
お
り
、秋
に
は
紅
葉
が

楽
し
め
る

dd

竜
美
丘
・
日
名
町
線
と
し
て
開
通
し
た
バ
ス
は
、

東
岡
崎
南
口
を
発
着
す
る
循
環
バ
ス
と
な
り
、学

区
住
民
の
重
要
な
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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